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 要 旨   

目的： 

危険な飲酒(RC)あるいは深酒(BD)傾向といったアルコール摂取パターンを大学入学後に

すでに身につけていた学生とそうでない学生間の違いを見出すこと、そして学生が大学

でなぜそのような行動をとるようになるのかを理解すること。 

方法： 

スペインにおける大学生のコホート研究（n = 1382）。 BDと RCは、18歳、20歳、22

歳、24歳、27歳の学生における飲酒障害識別試験で調べた。反復測定結果の複数レベル

ロジスティック回帰により調整オッズ比（OR）を計算した。 

結果： 

本研究では 18歳でこれらの摂取行動をとらない学生では一貫してRCおよび BDの罹患

率が低かった。RCおよび BDは、パーセントポイント（pp）で表すと 27歳の女性では

それぞれ 24 ppと 15 pp、男性では 29 ppと 25 ppであった。若年齢における飲酒開始は

大学の男性（OR = 2.91、2.80）と女性（OR = 8.14、5.53）ともに、RCおよび BDパタ

ーンに陥るリスクを増加させた。同様なことが、親と別に暮らしている学生の 

BDにおいても観察された（男性は OR = 3.43、女性は 1.77）。女性においてのみ、RC（OR 

= 1.82）および BD（OR = 1.96）に肯定的な期待を持つことにより影響を受けていた。 

結論： 

27歳時の RCと BDへの罹患率は、すでに 18歳の時にその飲酒パターンを身につけた大

学生の方がそうでない学生に比べて非常に高く、女性においてもその違いは同様だった。 

アルコール摂取開始の年齢に着目し、大学で学生がこのようなアルコール摂取パターン

に陥るのを防ぐためには、未成年者のアルコール摂取を妨げることが優先課題である。 

 

 


